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2013年8月11日 主日礼拝メッセージ 

 

聖書：ピリピ人への手紙2章19~30節 

説教題：仕える者たち 

 
１ テモテとエパフロデト 
 パウロはエルサレムで逮捕され、裁判を受
けるためにローマへ送られます。それを伝え
聞いたピリピの教会は、テモテとエパフロデ
トをパウロのもとに送りました。ふたりはパ
ウロと面会し、その後、まずエパフロデトが
先にピリピに帰ることになります。そこでパ
ウロは、ピリピの教会宛に手紙を書き、エパ
フロデトに持たせた。それがこの手紙になり
ます。 
 今日のところでパウロは、テモテとエパフ
ロデトのことについていろいろ書いていま
す。繰り返し「仕える」ということばが出て
来ます。 
 主イエス・キリストも、「だれでも人の先
に立ちたいと思うなら、みなのしんがりとな
り、みなに仕える者となりなさい」と言われ
ました。(マルコ 9章 35節）ですから、皆さ
んも「仕える」とはどんなことなのか、日頃
から気になっているはずです。そこで今日は、
「仕える」とはどんなことなのか、テモテと
エパフロデトのことから考えていきます。 
 

１）テモテ 同じ心となって心配する 
 まずテモテのことから見ます。テモテは、
二十歳のころにパウロに見いだされ、パウロ
のもとで伝道者として訓練を受けました。後
にはパウロの代理を努め、大きな働きを任さ
れるようにまでなります。そういう関係です
から、パウロにとってテモテは大切な自分の
息子のようなものです。そんな背景があるの

で、22 節でこんなことを言うのは不思議で
はありません。「しかし、テモテの立派な働
きぶりは、あなたがたの知っているところで
す。子が父に仕えるようにして、彼は私と
いっしょに福音に奉仕して来ました。」 
 「子」とはテモテのことで、「父」とはパ
ウロのこと。直接にはそういうことです。け
れども、それだけではない。子とはイエス・
キリストのことであり、父とは子なるイエ
ス・キリストの父なる神。そのようにも考え
ることができます。テモテは、まるで主イエ
スが父なる神に仕えるかのように、私に仕え
てくれた。パウロはそのようにも言っていま
す。 
 ではいったい、テモテはどのような仕え方
をしたのか。具体的な説明が 20節にありま
す。「テモテのように私と同じ心になって、
真実にあなたがたのことを心配している者
は、他にだれもいないからです。」 
 テモテがパウロのところに来たとき、ピリ
ピ教会の様子を事細かに報告したでしょう。
ピリピ教会にはたくさんの恵みがありまし
た。いっぽう、深刻な問題が起きていました。
同じキリストを信じていると言いながら、十
字架を敵とするような歩み方をする者や、天
の御国のことではなく、地上のことだけを
思って歩んでいる人たちが現れました。いま
やその人たちは、かなりの力を持ち、無視で
きない存在となり、そうでない人たちを苦し
めるようになりました。心配したテモテは、
この機会を利用してパウロから助言をもら
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えればと願っていました。 
 テモテは、パウロといっしょに福音に奉仕
し、パウロに仕えてきました。そしてこの時、
テモテはパウロと同じ心になり、真実にピリ
ピのことを心配した。そのようにして彼は仕
えてくれた。そういうことになります。 
 

２）エパフロデト 死ぬばかりになる 
 次にエパフロデトを見ます。彼はパウロの
ところで重い病気にかかり、死にかけました。
なんとか神のあわれみによって助かりはし
ましたが、体力の回復を待つためにしばらく
のパウロのもとで静養しなければなりませ
んでした。そんな状態ですから、なにかをし
たくてもできるはずはありません。ところが
30節にこうあります。「なぜなら、彼は、キ
リストの仕事のために、いのちの危険を冒し
て死ぬばかりになったからです。彼は私に対
して、あなたがたが私に仕えることのできな
かった分を果たそうとしたのです。」 
 エパフロデトはピリピの教会の人たちが
できなかったことを、代わってしてくれた。
どのようにしてか。キリストの仕事を果たす
ために、重い病気にかかり死にかける。そん
なふうにして彼はパウロに仕えてくれた。そ
う言うのです。 
 

２ 仕える 
 今ふたりのことを簡単に見ました。普通、
「仕える」と聞いたら皆さんはどんなことを
頭に思い浮かべるでしょうか。教会のために
何かの奉仕をする。困っている人や弱ってい
る人のために、何かをする。教会に関係する
ことだけとは限りません。道路を歩いていて
ゴミが落ちていたら拾って持ち帰る。そうい
う小さなことも仕えるというでしょう。いず

れにしても、ほかの人のために自分を犠牲に
する。そんなふうに考えていると思います。 
 ではテモテとエパフロデトの場合はどう
でしょうか。テモテはパウロと同じ心になっ
てピリピの教会のことを心配しました。それ
が仕えることの一つの現れだと言っていま
す。意外に思いませんでしたか。 
 エパフロデトのこともそうです。彼は何を
しましたか。パウロの所に来てすぐに倒れて
しまいました。何もできない。いや、かえっ
てパウロを心配させ、ピリピの人たちにも心
配をかけてしまった。この世の常識から言え
ば迷惑をかけただけです。少し厳しい言い方
をするなら、体力に自信がないのなら最初か
ら来るべきではなかった。彼の判断は甘い。
そう言われても言い訳できません。 
 数ヶ月前のことですが、ヨットで太平洋を
横断していたテレビでも有名な方が、何かに
衝突してヨットが浸水してしまい、救助を求
めて助けられたという事故がありました。判
断が甘いとか、軽々しく救助を求めるべきで
はない、もっとがんばるべきだったとか、い
ろいろな非難の声があったようです。 
 エパフロデトの場合もこれと似ています。
しかしパウロはこう言います。「彼は私に対
して、あなたがたが私に仕えることのできな
かった分を果たそうとしたのです。」 
 迷惑をかけられたとか、判断が甘いとか、
そんな非難のことばではなく、逆に、彼はピ
リピの教会人たちができなかった分として、
このようなかたちで仕えてくれたのだと言
うのです。 
 

３ 仕える者となられたイエス 
１）父の御心とひとつとなる 
 今まで思い描いていた「仕える」という姿
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と大きくかけ離れていませんか。人に迷惑を
かけたり、心配させることも「仕える」とい
うことなのか。そんな疑問を持たれたのでは
ないですか。 
 「仕える」ということを正しく理解するた
めに、主イエスの姿から学びたいと思います。 
 そのことを最も象徴的に現す出来事とし
て、ゲッセマネの祈りを取り上げます。主は、
祭司長や長老たちから差し向けられた群衆
の手に落ちる前、このように祈ります。「わ
が父よ。できますならば、この杯をわたしか
ら過ぎ去らせてください。しかし、わたしの
願うようにではなく、あなたのみこころのよ
うになさってください。」(マタイ26章39節） 
 主は十字架の苦しみをお受けになるため
に、私たちの所へ人となられて来ました。こ
の方は神だから、十字架におかかりになると
き、何も苦しまなかった。神の力で十字架の
苦しみを乗り越えた、と思ってはなりません。
神である方なのに、人となられたのです。罪
のない方なのに罪ある者となられたのです。
人として十字架のさばきを受けなければな
らないのです。主がこのように祈らなければ
ならないほど苦しまれました。それほどの苦
しみであったことを、私たちはもっと知るべ
きなのでしょう。 
 けれども、そうは言ってもなかなか実感が
わかない。それが実情です。理由があります。
私たちは生まれたときから罪ある者として
今日まで歩んできました。あまりにもそれが
当たり前なので、鈍感になってしまい、わか
らなくなっているのです。そもそも罪がなに
かわからない。それがどれくらい私たちを苦
しめているか。残酷なことか。いかに悲惨な
ことなのか。ぴんと来ない。ですからさばき
もわかりません。 

 罪のない方である主だけがわかります。真
正面から感じ取られるので、こう言うのです。
「わが父よ。できますならば、この杯をわた
しから過ぎ去らせてください。」 
 急に怖じ気づいたのだとか、救いの計画に
疑問を持ったのだとか、そんなことでは決し
てありません。こう祈らざるをえないのです。
これほどのさばきを受けなければならない。
必死に祈られる主の姿から、私たちが抱えて
いる罪の重さがかえって浮き彫りになりま
す。 
 主は、三度目の祈りの中で、父のみこころ
と一つになる決心をされます。私たちを心配
し，救うためにそのような道を選ばれました。 
 テモテは、パウロと心を一つにしてピリピ
の人たちを心配しました。ピリピの問題につ
いて、当初パウロとテモテは違う意見を持っ
ていたのかもしれません。心を一つにするこ
とははじめは難しく感じられたかもしれな
い。けれどもテモテはパウロと心を一つにす
る道を選びます。このようにしてテモテは仕
えていきました。 
  

２）いのちをかけて私たちのことを心配する 
 イエスが受けられた十字架。この世の常識
では、こんな評価になるでしょう。十字架で
何ができたのか。弟子たちに大きな希望を与
えておきながら、死刑の判決を受けて殺され
る。そうやって人々の夢を砕き、希望を失わ
せた。それなら何もしない方が良い。迷惑を
かけるだけだ。十字架で主が死なれていくと
ころだけを見るならそのとおりです。 
 しかし、もし十字架がなかったのならどう
なっていたのでしょう。十字架の前で「十字
架から下りてみろ」と言いたい放題に主をの
のしっていた、私たちこそ十字架にかからな
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ければならなかったのではないですか。主は
何もしていなかったのではない。主は、私た
ちのいのちを心配し、ご自身のいのちをお捨
てになられました。 
 エパフロデトのこともこれと重なります。
彼はパウロのことを心配するあまり、生死の
境をさまようほどの苦しみを経験しました。
何もできなかったのではない。彼はそのよう
にしてパウロに仕えました。 
 今朝は「仕える」とはどんなことか考えて
きました。主が私たちを心配し、父の御心と
一つになりいのちを捨てられた。主が仕えて
くださったから、今私たちは救われている。
仕えることの難しい私たちですが、いただい
ている恵みの豊かさを今日もう一度味わい
たいと願います。 
 


